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　心理学では，これまで，北米での研究の知

見に基づいて人の心のあり方について議論さ

れることが多かったが，近年，欧米の人とは

多少なりとも異なる東アジアの人の心の働き

が注目され始めてきた。東アジアの一部であ

る日本の人々についても，欧米の人々と比較

して，自己高揚の傾向が弱く自己卑下的向上

心の傾向が強い，行動から特性の推論をする

傾向が弱い，気持ちを重視する，擬人的思考

の傾向があるなどの特徴が指摘されている

（たとえば東，1994；北山，1998）。これらの

研究では，欧米の人々と東アジアの人々の心

の働きを比較するが，その違いを記述するば

かりでなく，それぞれの心の働きを，それぞ

れの集団が歴史的に蓄積してきた社会・文化

的プロセスの一部として理解しようとする文

化心理学へと発展している（北山，1997）。

文化心理学の立場からは，ある集団において

ある心理過程が形成されていく仕組みを明ら

かにすることが課題の一つとなるが，この点

については，現在でも十分に明らかにされて

いるとはいえない。

　子どもがある文化において成長し，ある心

理過程を形成していくとき，子どもを取り巻

く文化的環境がどのようなものであるかとい

うことが問題となる。このことについて，

Super＆Har㎞ess（1986）は，発達的ニッチ

という考えによって議論を展開している。発

達的ニッチとは，子どもがその中で社会化さ

れていく文化的環境のことであり，物理社会

的文脈，子どもを取り巻く慣習，養育者の信

念という3つの構成要素が含まれる。養育者

の信念とは，子育てや，子どもの発達，子ど

もを取り巻く環境について，養育者が抱いて

いる考えのことである。日本の子どもたちに

とっての発達的ニッチは，欧米の子どもたち

にとっての発達的ニッチとどのような共通点

があり，どのような相違点があるのだろうか。

本研究は，発達的ニッチの1つとして絵本を

取り上げ，日本とアメリカにおける発達的ニッ

チとしての絵本についての信念を明らかにす

ることを目的とする。

　発達的ニッチとしての絵本に関して，子ど

もを取り巻く慣習という観点からは，絵本が
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子どもに対してどのように読まれるのかとい

うことが問題とされてきた。日米それぞれで

絵本場面における母親の発話を分析した研究

は，絵本場面の会話におけるフォーマットが

共通に見られることを明らかにしている

（DeLoache＆DeMendoza，1987；石崎，19961

村瀬・マユー・小椋・山下・Dale，19981外

山，1989）。また，絵本場面の母子会話を日

米間で直接的に比較した研究は，子どもがラ

ベリングをする文脈に日米間で違いが見られ

ることを明らかにしている　（Murase，Dale，

Ogura，Yamashita，＆Mahieu，1999）。

　一方，養育者の信念という観点からは，養

育者が絵本をどのように読むのがよいと考え

ているか，絵本は何のために読むと考えてい

るか，絵本を読むことで何が得られると考え

ているかといったことが問題となる。秋田・

無藤（1996）は，日本の母親が，幼児への絵

本の読み聞かせについてどのように考えてい

るか調査し，空想したり親子のふれあいをす

るという意義と，文字を覚え文章を読む力や

生活に必要な知識を身につけるという意義の

二因子を抽出している。そして，割合の上で

は，空想したり親子のふれあいをするという

意義を重視する母親が多いが，文字を覚え文

章を読む力や生活に必要な知識を身につける

という意義を重視している母親も一一定数いる

ことを明らかにしている。

　ところで，かつて，絵本は幼児期以降の子

どもを対象としたものと考えられていたが，

3歳未満の子どもの認知能力が明らかになる

につれ，3歳未満の子どもを想定した絵本も

数多く出版されるようになってきた。日本で

も，近年，ブックスタートを行う自治体が増

えてきている。ブックスタートとは，赤ちゃ

んと保護者が絵本を介して向き合い，あたた

かくて楽しいことばのひとときを持つことを

応援する運動で，地域に生まれたすべての赤

ちゃんと保護者を対象とし，乳児健診の場で

保護者に絵本や読み聞かせに関するガイドな

どが入ったパックを手渡し，絵本や絵本の読

み聞かせについて説明を行うという形で行わ

れている。ブックスタートは，イギリスのバー

ミンガムで1992年に試験実施がなされ，本を

楽しむようになることへの効果や子どもの言

語・認知面への効果が指摘されており，その

影響を受けて，日本でも取り組まれるように

なったものである（秋田，2004；佐藤，2002）。

ブックスタート以外でも，公立図書館や出版

社・書店でO歳児用のブックリストを作成し

たり，ストーリータイムを実施したりするな

ど，3歳未満の子どもに絵本を読み聞かせる

ことを薦める取り組みがなされている。

　アメリカでも，多くの公立図書館で，3歳

未満の子どもに対するブックリストを作成し

たり，0歳児から絵本になじむことを薦める

リーフレットを出したり，O歳児から参加で

きるようなストーリータイムを実施したりな

ど，0歳児から絵本になじむような取り組み

がなされている。また，絵本や説明書，人形

などを1つのパックとしたキットを貸し出し

ている図書館もある。このように，日米両国

で，O歳児から，絵本は身近な存在となって

いる。

　本研究では，子どもを取り巻く大人の信念

という観点から，0歳から2歳代の子どもの

養育者に対して図書館が提供している文書に

おいて，どのように絵本や絵本の読み聞かせ

が薦められているのかを分析することとする。

秋田・無藤（1996）では，幼児期の子どもを

持つ母親の信念が検討されているが，乳児に

とっての絵本についての信念を調べている研

究は見当たらない。日常的に直接子どもに接

触する時間が長い養育者の信念を調べること
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はもちろん重要であるが，養育者の信念に影

響を与えると考えられる専門機関の信念を調

べることも重要であると考えられる。絵本に

関する専門機関や専門職としては，図書館以

外に，研究者や赤ちゃん絵本の出版社，赤ちゃ

ん絵本の専門書店，その他子どもの読書に関

　　　　　　ゆ心をもつ様々な立場の機関や人がいる。本研

究で図書館が提供している文書をもとに専門

機関の信念を調べることとしたのは，公共図

書館が日本全土，アメリカ全土にわたって所

在しており，特定の地域に偏らず，各地域で

子どもや育児者と接触する専門機関であるこ

と，日本でもアメリカでも図書館が提供して

いる養育者に絵本を薦める文書が一定数以上

手に入ると考えられるからである。

方　法

分析対象

　日本およびアメリカそれぞれにおいて，公

立図書館のウェブページ上に載せられている

文書で，0歳から2歳代の子どもの養育者に

対して，絵本の読み聞かせを薦めていると考

えられるもの，また，公共図書館が発行して

いるリーフレットにおいて，0歳から2歳代

の子どもの養育者に対して絵本の読み聞かせ

を薦めていると考えられる文書を分析の対象

とした。

　日本のウェブページに載せられていた文書

は，野辺地町立図書館（青森県），市川市立

図書館（千葉県），板橋区立図書館（東京都），

一宮市立豊島図書館（愛知県），大阪府立図

書館，大阪府立国際児童文化館，神戸市立図

書館（兵庫県）の文書であり，図書館の発行

しているリーフレットは，浜松市立図書館

（静岡県）が発行している「あかちゃんといっ

しょ一〇歳からのえほんとわらべうた一」

（2001年）である。以上合計8つの公共図書

館の文書をデータとした。

　アメリカのウェブページに載せられていた

文書は，Seattle　Public　Libraly（ワシントン

州），San　Jose　Public　Library　System　（カリ

フォルニア州），Saint　Paul　Public　Library

（ミネソタ州），Milwaukee　Public　Library

（ウィスコンシン州）の文書であり，図書館

が発行しているリーフレットは，King

County　Library　System，Pierce　Public　Libraly

（以上，ワシントン州），Mu㎞omah　County

Library（オレゴン州）のものである。以上合

計7つの公共図書館の文書をデータとした。

分析カテゴリー

　日米の図書館で提供されている文書を検討

した結果，書かれている内容は，主に，1）．

どのような絵本を選ぶべきか，2）．どのよう

に読み聞かせをするべきか，3）．絵本の読み

聞かせがもたらすもの，であることがわかっ

た。

　どのような絵本を選ぶべきかに関しては，

a）．明るい色ではっきりと描かれているもの，

b）．暖かみのある絵が描かれているもの，c）．

リズミカルなことばやライムがテキストに書

かれているもの，d）．子ども，にとって身近な

内容が描かれているもの，を挙げている図書

館が多かったため，これらの内容が文書に書

かれているかどうかを分析した。

　どのように読み聞かせをするべきかに関し

ては，e）．養育者が描かれている対象を指差

す，f）．養育者が描かれている対象の名を言

う，9）．養育者が声の調子を変える，h）．養

育者がリズミカルなことばで読む，i）．養育

者が素直な声の調子で読む，j）．養育者がゆっ

くりと読む，k）．子どもに身振り・喃語・ペー

ジめくりなどで参加させる，1）．子どもの行
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動に養育者が反応する，m）．何度も繰り返し

て読む，n）．養育者と子どもが楽しく，幸せ

な時間を過ごす，o）．養育者が歌を歌ったり

人形を使ったりして絵本読みをアニメートす

る，を挙げている図書館が多かったため，こ

れらの内容が文書に書かれているかどうかを

分析した。

　絵本の読み聞かせがもたらすものについて

は，P）．ことばの発達との関連性，q）．読み

書き能力との関連性，r）．認知能力との関連

性（学業成績や想像性など），s）．養育者と

子の情愛的関係を築いたり感じたりできるこ

と，を挙げている図書館が多かったため，こ

れらの内容が文書に書かれているかどうかを

分析した。

分析方法

　図書館が養育者向けに提供している文書に

は，どのような絵本を選ぶべきか，どのよう

に読み聞かせをするべきか，絵本の読み聞か

せがもたらすもののすべてが書かれているわ

けではない。そこで，この3つの内容につい

て別々に分析対象を決定することとした。す

なわち，どのような絵本を選ぶべきかについ

ては，それについて何らかの記述をしている

図書館の文書のみを分析対象とし，そのよう

な内容がまったく書かれていない図書館の文

書は欠損値として扱い，その分析からは除外

した。どのように読み聞かせをするべきか，

絵本の読み聞かせがもたらすものについても

同様にして分析を行った。その結果，どのよ

うな絵本を選ぶべきかについては，日本8，

アメリカ7の図書館の文書が，どのように読

み聞かせをするべきかについては，日本7，

アメリカ7の図書館の文書が，絵本の読み聞

かせがもたらすものについては，日本7，ア

メリカ6の図書館の文書が分析対象となった。

　それぞれの図書館の文書について，先にあ

げたa）．～s）．の内容が書かれているかどう

かを評定した。

結果

　本研究のデータは，事例数が少なく，各事

例も，同じ書物など，共通のソースをもとに

書かれている可能性も否定できないので，結

果は事例数とその割合を読み取ることにとど

めることとする。

どのような絵本を選ぶべきか

　どのような絵本を選ぶべきかについての記

述が見られた図書館の文書のうちで，各分析

カテゴリーの記述が見られたかどうかを日米

それぞれにまとめたものが表1である。

　日米ともに，明るい色ではっきりと描かれ

た絵の本を選ぶよう薦めている図書館が多い

が，日本では，それに加えて，暖かみのある

絵を描いた本を薦める図書館が数は少ないが

ある。また，日米ともに，リズミカルなこと

ばやライムがテキストに書かれている本や，

子どもにとって身近な内容を描いた本を薦め

ており，これらについては日米間に大きな差

はない。

読み聞かせをどのようにするべきか

　読み聞かせをどのようにするべきかについ

ての記述が見られた図書館の文書のうちで，

各分析カテゴリーの記述が見られたかどうか

を日米それぞれにまとめたものが表2である。

　アメリカでは，養育者が絵本に描かれてい

る対象を指差したり，その名前を言うことを

薦めている図書館があるが，日本ではそのよ

うな図書館は見られない。また，アメリカで

は養育者が歌を歌ったり人形を使うなどして，
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表1．どのような絵本を選ぶべきかについて，各項目を記述している図書館文書の数（割合）

日 本 ア　メ　リ　カ

記述あり　記述なし 記述あり　記述なし

明るい色ではっきりと描かれた本

暖かな絵が描かれた本

リズミカルなことばやライムが書かれている本

子どもにとって身近な内容が描かれている本

　5　　　　　3
（62．5％）　（37．5％）

　2　　　　　6
（25．O％）　（75．O％）

　6　　　　　2
（75．0％）　（25．0％）

　3　　　　　5
（37．5％）　（62．5％）

　7　　　　　0
（100％）　　（O％）

　0　　　　　7
（O％）　　（100％）

　4　　　　　3
（57．1％）　（42．9％）

　3　　　　　4
（42．9％）　（57．1％）

表2．読み聞かせをどのようにするべきかについて，各項目を記述している

　　　図書館文書の数（割合）

日 本 ア　メ　リ　カ

記述あり　記述なし 記述あり　記述なし

養育者が描かれている対象を指差す

養育者が描かれている対象の名を言う

養育者が声の調子を変える

養育者がリズミカルなことばで読む

養育者が素直な声の調子で読む

養育者がゆっくりと読む

子どもに参加させる

子どもの行動に養育者が反応する

繰り返し読む

養育者と子どもが楽しく幸せな時間を過ごす

養育者が読み聞かせをアニメートする

　0　　　　　7
（O％）　　（100％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　1　　　　　6
（14．3％）　（85．7％）

　2　　　　　5
（28．6％）　（7L4％）

　2　　　　　5
（28．6％）　（71．4％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　2　　　　　5
（28．6％）　（71．4％）

　5　　　　　2
（71．4％）　（28．6％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　5　　　　　2
（71．4％）　（28．6％）

　3　　　　　4
（42．9％）　（57．1％）

　4　　　　　3
（57．1％）　（42．9％）

　4　　　　　3
（57．1％）　（42．9％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　0　　　　　7
（0％）　　（100％）

　3　　　　　4
（42．9％）　（57．1％）

　2　　　　　5
（28．6％）　（71．4％）

　　5　　　　　2
（7L4％）　（28．6％）

　　2　　　　　5
（28．6％）　（71．4％）

　　3　　　　　4
（42．9％）　（57．1％）

読み聞かせをアニメートすることや，子ども

に身振り・喃語・ページめくりなどで絵本読

みに参加することを促すことを薦めている図

書館があるが，日本ではそのような図書館は
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表3．絵本の読み聞かせでもたらされるものについて，各項目を記述している

　　　図書館文書の数（割合）

日 本 ア　メ　リ　カ

記述あり　記述なし 記述あり　記述なし

ことばの発達との関連性

読み書き能力との関連性

認知能力との関連性

養育者と子の情愛的関係

　3　　　　　4
（42．9％）　（57．1％）

　1　　　　　6
（14．3％）　（85．7％）

　2　　　　　5
（28．6％）　（71．4％）

　7　　　　　0
（IOO％）　　（0％）

　1　　　　　5
（16．7％）　（83．3％）

　4　　　　　2
（66．7％）　（33．3％）

　2　　　　　4
（33．3％）　（66．7％）

　1　　　　　5
（16．7％）　（83．3％）

　声の調子に関しても，アメリカでは，養育

者が声の調子を変えたり，リズミカルに読む

ことを薦めている図書館が見られるが，日本

では，養育者が素直な声の調子でゆっくりと

読むことを薦めている図書館が見られる。こ

とばのリズムを重視することは，日本でもリ

ズミカルなことばが書かれた本を選ぶことが

薦められているので，読み聞かせをどのよう

にするべきかの結果で見られるほど，日米間

で大きな差異はないのかもしれない。

絵本の読み聞かせでもたらされるもの

　絵本の読み聞かせでもたらされるものにつ

いての記述が見られた図書館の文書のうちで，

各分析カテゴリーの記述が見られたかどうか

を日米それぞれにまとめたものが表3である。

　アメリカの方が日本よりも読み書き能力と

の関連性を述べている図書館が多い。一方，

日本のすべての図書館で養育者と子との情愛

的関係を築いたり感じたりできることが挙げ

られているが，アメリカの図書館でそのこと

について述べているのは1館のみであった。

考察

　本研究の結果，どのような絵本を選ぶべき

かという点に関しては，暖かみのある絵のも

のを薦めることが日本の図書館で見られた以

外は，日米間に大きな差異は見られなかった。

　しかしながら，読み聞かせをどのようにす

るべきかや，絵本の読み聞かせがもたらすも

のについては，日米間に差が見られた。アメ

リカの方が日本より，子どもに対して絵本読

みに積極的に参加させることや，養育者自身

が声の調子を変えたり，絵本読みをアニメー

トするなど，絵本読みを劇化することを薦め

る傾向が強く，養育者が絵本の絵を指差して

それの名前を言うなど対象を分析的に示し言

語化することを薦める傾向も強い。一方，日

本の方がアメリカよりも，普段通りの普通の

話しかけでゆっくりと読むことでよいことや，

絵本の読み聞かせで楽しく幸せな時間を持つ

といった子どもとの情愛的関係を重視した読

み方を薦めている傾向が強い。

　絵本の読み聞かせによってもたらされるも

のについての信念の結果は，読み聞かせをど

のようにするべきかについての信念の結果と

一致している。日本の図書館では，読み聞か
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せによって養育者と子どもとの間で情愛の絆

を感じることができ築くことができることが

強調されているのに対して，アメリカでは読

み書き能力との関連性を述べる図書館が日本

よりも多かった。

　以上の結果は，これまで母親の発話につい

て見出されてきた，日本の母親の方がアメリ

カの母親よりも情緒志向的な発話を多くし，

アメリカの母親の方が日本の母親よりも情報

志向的な発話を多くするという日米間の差異

（Femald＆Morikawa，1993）と一致してい

る。このことは，子どもを取り巻く慣習的な

発達的ニッチとしての母親の発話と，絵本の

読み聞かせに関して専門機関の示す信念との

間に，日米間の差異に関して一貫性があるこ

とを示している。一方，アメリカの方が読み

聞かせを劇化することを薦める傾向があるこ

とについては，これまで実際の母親の発話で

の違いとしては確認されていない。この点に

ついては，今後，実際の母親の発話を検討す

る必要がある。

　図書館が養育者に対して提供するメッセー

ジは，図書館員の個人的信念をそのまま伝え

ているとは限らない。図書館という社会的役

割から，養育者の現状に対してメッセージを

送っている可能性がある。日本とアメリカで

識字率や多言語社会である度合い，子育ての

状況が異なるために本研究で見られた違いが

得られた可能性もある。今後，専門職者個人

の信念や養育者の信念を検討することによっ

て，子どもを取り巻く人たちの絵本の読み聞

かせに対する信念の構造が明らかになると思

われる。
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